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安全で安心な故郷
ふ る さ と

彩の国・鴻巣づくり
【討議資料】

初心を貫き、責任ある政治を
埼玉県議会議員

http://nakayashiki.net

―2月定例県議会閉会―

～これから重要な となる施策を毎週ご紹介して行きます。～

平成27年度埼玉県一般会計予算は、上記のとおり1

兆8千億円を超える対前年度比5.7％増の予算となり

ました。一般会計の予算額が1兆8千億円を超えるの

は、実に15年ぶりのことです。歳入の中心である県

税については、8％への消費税率引き上げの影響のほ

か、個人県民税、法人事業税などに増収が見込まれ

ることから、前年度を488億円上回る7100億円を計上

しました。また、県民の借金ともいえる県債につい

ては、臨時財政対策債の発行の大幅減により、前年

度を359億円下回る2752億円を計上しています。

予算の体系としては、間近に迫る生産年齢人口の大

幅減少や急速な高齢化に伴う医療介護需要の爆発的な

増加に対して先手先手で対策を打つこととしています。

なかやしきの思い

平成27年度予算は、15年振りの大型予算とのことだ

が、生活者の立場からすると、中々実感が伴わないと

感じるのは私だけでは無いはずだ。しかし、税の部分

では、増収も見込まれるようになってきており、決し

て悪い流れでは無いはずだ。この流れを今後もっともっ

と実感出来る流れへとしていかなければならない。
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なかやしき慎一●プロフィール

●昭和34年8月1日、鴻巣生まれ 55歳

●鴻巣市立鴻巣東小学校・鴻巣中学校卒

●城西大学付属川越高校卒

●東京経済大学経営学部卒

●(有)マルハチ石鹼工業所 代表取締役

●1999年度(社)鴻巣青年会議所 理事長

●平成14・15年度鴻巣市立鴻巣東小学校PTA 会長

●平成17年度鴻巣市立鴻巣中学校PTA 会長

●鴻巣市体育協会 副会長

●鴻巣市硬式テニス協会 副会長

●上尾間税会鴻巣支部 理事

●雷電町町内会 理事

●鴻巣びっくりひな祭り実行委員会 委員

●鴻巣市水泳連盟 会長

埼玉県では、公文書における漢字使
用の周知徹底がされました。

（例）子ども → 子供
平成24年9月3日付で本県の公文書に用いる

漢字は、私の提案通り、常用漢字表の本表及

び付表によるものとし、原則として常用漢字

表の漢字で表記することになりました。

～平成24年6月定例会 一般質問より～

Ｑ正しい日本語（国語）表記の在り方について

Ｑ 特に本県では、教育の場面で「子ども」というま

ぜ書き表記が数多く見受けられます。何らかの意味合

いがあるにしても常用漢字表の「供」（きょう・とも）

の欄に例示として示されている「子供」という漢字表

記が本県の教育における場面でなぜこれほど少ないの

か理解に苦しむところです。「供」という漢字、従者

の意を表すとの考えからまぜ書きが望ましいとの意見

がある一方、見下げるような意味は全くないとの見解

もあります。

知事の目から見ると、本県の「子ども」（まぜ書き）

表記事情は、どう映っているのか感想をお聞きします？

上田知事答弁要旨
全く意識していなかったが、今回、問題提起

をされて、深く考える機会をいただいた。

結論から言えば、「子供」ぐらい簡単な漢字

をあえてまぜ書きする必要もないと思う。

子供は一般的に親についていくのが自然の状

態であるし、これまで日本ほど子供が大事にさ

れてきた国は基本的にはない。

「供」という漢字については考え過ぎで、一

種の自虐史観ではないか？わざわざ日本人の知

的レベルを下げるようなことを公の部門がする

のがいいのかどうか、疑問を持っている。

知事部局と教育委員会でしっかり意見交換を

して、望ましい表記の在り方について結論を出

したいと思う。

第10回 埼玉県議会議員
なかやしき慎一 県政報告会

3月8日に第10回県政

報告会を市民活動セン

ターで行いました。他の

公務もある中で、原口

市長も駆けつけていた

だき、激励のご挨拶を

賜りました。200名を超

える参加者の皆様あり

がとうございました。


